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1.はじめに
最近はメール 1 つ取ってもプレーン

テキストで書かれることは減り、文字装
飾や画像・添付ファイルが加えられると
いったように、何かにつけデータ容量が
増大しつつある。

その半面、固定回線のような安定した
高速・大容量回線から通信速度や転送量
に制約のあるモバイル環境へのシフトが
進み、データの圧縮・展開技術の重要度
が増している。

上記を受け、本レポートでは代表的な
ファイルの圧縮・展開形式を確認し、ファ
イルの圧縮・展開といった加工を行うた
めのポイントをご紹介する。

2.�代表的な圧縮・展開�
ファイル形式

“データ圧縮”とすると、アナログ技
術を使った通信における帯域圧縮や画
像・音声などに使われる非可逆圧縮も含
まれるため、ここでは Windows でよく

使われるアーカイブ機能（※ 1）を持ち、
可逆圧縮（※ 2）を行うファイル形式に
限定して取り扱うこととする。

（※ 1）アーカイブ機能
アーカイブとは書庫の意味であり、複

数のファイルを 1 つのファイルにまとめ
ることを指す。通常、アーカイブと同時
にデータ圧縮が行われるが、厳密な話を
するならアーカイブとデータ圧縮は別物
である。

（※ 2）可逆圧縮
元のデータを損なうことなく、圧縮前

のデータを完全に再現可能な圧縮方法の
ことを指す。画像や音声などは再現性よ
りも圧縮率を取ることが多く、人間があ
まり強く意識しない成分を無視したり、
数式などで近似したりすることでデータ
をより圧縮する非可逆圧縮になっている
ことが多い。

Windows の世界で代表的なファイル
圧縮・展開形式と言えば、ZIP 形式がま

ず 挙 げ ら れ る。 次 い で、Windows 
Installer などで用いられる CAB 形式が
有名である。日本国内限定であれば、圧
縮アルゴリズムを含め純国産の LZH 形
式も非常に有名であったが、こちらは現
在、開発者サイドから使用中止が呼びか
けられている。これらのファイル形式に
ついて詳細を確認していく。

ZIP形式　
Windows だけでなく、コンピュータ

の世界で広く利用されているファイル形
式で、主な拡張子は「zip」である。必
要に応じて LZ77 や Deflated のような
各種ある圧縮アルゴリズムを選択・使用
することができるため、圧縮率重視や速
度重視など、柔軟な使い分けが可能であ
る。Windows 上での利用については、
Windows98 の Plus ！パックで登場し
て以来、エクスプローラで標準サポート
している。

ZIP 形式にはよく似た名前の形式が多
く存在しており、その代表的なものとし
ては、圧縮アルゴリズムが ZIP 形式と
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TZipFileクラスのオブジェクトを 
生成しての圧縮・展開

次に、TZipFile クラスからオブジェ
クトを生成し、操作を行う例を示す。こ
の方法は、異なるフォルダの複数のファ
イルを 1 つの書庫として圧縮したり、書
庫ファイル内の特定のファイルだけ展開
したりするといった柔軟な処理が可能で
ある。【コード例 3- ③】

TZipFile クラスからオブジェクトを
生成して利用する場合、書庫ファイルの
内容にアクセスしたり、書庫にファイル
を追加したり、展開したりといった作業
を細かく制御できることがわかる。

上記のように TZipFile クラスを使用
することで、非常に簡単に Zip ファイ
ルを取り扱えるが、このクラスは簡易で
あるので、例えば暗号化ができなかった
り、日本語ファイル名の対応が UTF8
のみであったりと若干使いにくい箇所も
ある。これらの考慮点に対応するために、
オープンソースで開発されているコン
ポーネントを使用する方法を次章で紹介
する。

4．�ファイル圧縮・展開の
具体例（応用）

基礎編では、Delphi/400 Version XE3
以降で追加された System.Zip ユニット
の TZipFile クラスを使用する例を紹介
したが、同時に考慮すべきこともあると
述べた。記述しなかった考慮点も含めて、
以下に整理する。

（1）Delphi XE 以 前 の バ ー ジ ョ ン に
TZipFile クラスが存在しない

（2）日本語ファイル名が UTF8 形式でし
か対応していない

（3）暗号化に対応していない（パスワー
ド付 ZIP 書庫に対応していない）

（4）ZIP 以外のファイル形式に対応して
いない

これらを解決する 1 つの方法として、
TurboPower Abbrevia を使う例を紹介
する。TurboPower Abbrevia はオープ
ンソースで開発されているコンポーネン
トで、MPL ライセンスに基づいて提供
されており、以下の URL から入手可能
である。

だったこともあり、日本国内はもとより
海外でも広く使われており、国内におけ
る事実上の標準形式にまでなっていた。
しかし、アンチウイルスソフトの多くが
LZH 形式のファイルに対応しておらず、
悪意を持って改竄された LZH 形式の
ファイルを検疫できない点が 2006 年に
ベンダーや情報処理推進機構などへ報告
されたにもかかわらず、2010 年になっ
てもベンダーの対応が行われず、いっこ
うに問題が解決されていない点が引き金
となり、利用を控えるようにとの呼びか
けが起きた。

なお、日本で圧縮ファイルを展開する
ことを「解凍」と呼ぶのは、LZH 形式
の標準ユーティリティであった LHA の
マニュアルに由来する。

3.�ファイル圧縮・展開の
具体例（基礎）

まずは基礎ということで、Delphi/400 
Version XE3以降に追加されたSystem.
Zip ユニットを使ったファイルを圧縮・
展開する例をご紹介する。この例では新
設のユニットを利用してコード記述を行
うが、難解な記述を必要としない。文章
で表現すると、uses 節に System.Zip を
追加し、TZipFile クラスを利用するだ
けである。

TZipFileクラスのクラスメソッドを
使った圧縮・展開

一番簡単な方法は、TZipFile クラス
が持っている圧縮・展開を行うための専
用の命令を使用することである。

フ ァ イ ル を 圧 縮 す る 場 合 に は、
ZipDirectoryContents メソッドを使用
する。このメソッドでは、パラメータに
圧縮後のファイル名と圧縮対象となる
フォルダパスを指定するだけで処理でき
る。【コード例 3- ①】

フ ァ イ ル を 展 開 す る 場 合 に は、
ExtractZipFile メソッドを使用する。
このメソッドでは、パラメータに展開対
象のファイル名と展開先のフォルダ先を
指定するだけで処理できる。【コード例
3- ②】

どちらのメソッドも非常にシンプル
で使用方法も似ているので、簡単に圧縮・
展開機能の処理を実装することができ
る。

同じ Deflate を使用している gzip や
zlib で あ る。 ま た、7z や bzip2、rzip
といったものもあるが、これらは必ずし
も ZIP 形式と互換性があるわけではな
い。

逆に Java で使用される jar ファイル
や war ファイルのように、一見すると
拡張子が異なり全く違う形式のファイル
に見えるものの、中身は ZIP 書庫ファ
イルと同等といったものも存在する。

Delphi では、以前から zlib 用のライ
ブラリがインストールメディアに添付さ
れていたが、これらを使って ZIP 形式
のファイルとして作成するには、ファイ
ルヘッダーやフッターといった部分を自
作する必要があり、非常に手間がかかる
も の で あ っ た。 し か し、Delphi/400 
Version XE3 以降では、System.Zip ユ
ニットが追加され、開発環境をインス
トールした直後から簡単に圧縮・展開プ
ログラムを作ることが可能になった。

CAB形式
Win32API でサポートされており、

Windows Installer や ActiveX の自動
ダウンロードで標準に用いられるファイ
ル形式で、主な拡張子は「cab」である。
圧縮アルゴリズムとしてはマイクロソフ
トが独自改良した MSZip か LZX を使
用でき、ある程度の速度を保ったまま圧
縮率を上げることが可能である。

この形式はマイクロソフトが開発し
た形式で、構造がソフトウェアの配布に
向いているのが特徴でもある。過去

（1998 年 11 月）に株式会社インプレス
が運営するオンラインソフトウェアを紹
介する Web サイト「窓の杜」で行われ
た 10 種類のファイル圧縮形式による
ファイル圧縮対決でも優秀な成績を残し
ている。

参考：LZH形式
圧縮アルゴリズムやファイル仕様な

ど、一式全てが日本人によって開発され
た純国産のファイル形式で、主な拡張子
は「lzh」である。圧縮アルゴリズムは
LZSS 法で圧縮したデータをさらにハフ
マン法を用いて圧縮する LZHUF であ
り、lh0 から始まり lh7 方式まで公開さ
れているが、開発途中のまま停止してい
る。

当初、ZIP 形式の圧縮ツールが有料
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成について紹介する。
Abbrevia では TAbMakeSelfExe コ

ンポーネントを利用することで、ZIP 形
式の書庫ファイルから自己展開形式の
ファイルを作成することが可能である。
その際、事前に自己展開プログラムを準
備しておく必要があるが、Abbrevia を
展開した際に examples フォルダ内に
SelfStub.dpr という自己展開プログラム
用のプロジェクトが用意されているの
で、これをコンパイルすると自己展開プ
ログラム用の実行ファイルができ上がる
ようになっている。

参考：Abbreviaを使った 
自己展開書庫の作成

Abbrevia コ ン ポ ー ネ ン ト の
TAbMakeSelfExe を使って、自己展開
書庫を作成する例を示す。自己展開書庫
の元となる ZIP 形式の書庫ファイルと、
前 述 し た examples フ ォ ル ダ 内 の
SelfStub.dpr をコンパイルしてできる
SelfStub.exe を事前に準備しておく必要
がある点にご注意いただきたい。このコ
ンポーネントも使い方は通常の圧縮・展
開と同じなので、作成する自己展開書庫
と対象の圧縮ファイルを指定するだけで
実装できる。【コード例 4- ⑤】

コ ー ド 例 4- ⑤ の StubExe・ZipFile
のプロパティはオブジェクトインスペク
タで設定可能である。

自己展開プログラムである SelfStub.
exe を工夫することで、自己展開前に
バージョン情報や注意事項を画面表示す
るといったことも可能である。また、出
力先フォルダの指定方法などに工夫を凝
らすこともできる。しかし、自己展開プ
ログラムのサイズが大きくなると、必然
的に自己展開書庫のサイズも大きくなっ
てしまうため、必要最小限にとどめる必
要がある。自己展開書庫はユーティリ
ティプログラムではなく、自分自身の展
開に特化した単機能プログラムであるこ
とを忘れてはならない。

5.まとめ
今回はファイルの圧縮・展開、特に

ZIP 形式に重点を置き、その操作方法を
紹介した。先に述べたようにデータの大
容量化、モバイル環境へのシフトといっ
た流れは、圧縮・展開といった技術への

TAbZipper や TAbUnZipper の
Password プロパティをセットするだけ
という簡単なものになっている。コード
例 4 －①、4 －②にパスワード指定を追
加した例を示す。【コード例 4- ① -1、コー
ド例 4- ② -1】

コ ー ド 例 4- ① -1、4- ② -1 の
FileName・Password・BaseDirectory
などのプロパティは、オブジェクトイン
スペクタで設定可能である。

残った考慮点は（4）の ZIP 形式以外
の対応となるが、CAB 形式であれば
TAbCabK i t や TAbMakeCab、
TAbCabExtractor といったコンポーネ
ントも準備されており、圧縮・展開が可
能である。

Abbreviaを使ったCAB形式の 
圧縮・展開

Abbrevia コ ン ポ ー ネ ン ト の
TAbMakeCab と TAbCabExtractor を
使って、CAB 形式で圧縮・展開する例
を示す。基本的には使用するコンポーネ
ントが異なるだけで、使い方は Zip の
圧縮・展開と同じようなコーディングで
簡単に実装することができる。【コード
例 4- ③、コード例 4- ④】

コード例 4- ③、4- ④の FileName・
BaseDirectory などのプロパティはオブ
ジェクトインスペクタで設定可能であ
る。

CAB 形式は仕様上、暗号化に対応し
ていないため、パスワードは指定できな
い。その点を除けばコンポーネントの違
いはあるものの、CAB 形式の書庫を
ZIP 形式とほぼ同じ手順で取り扱うこと
ができる。

ここまでで Abbrevia のコンポーネン
トの基礎的な使い方を紹介した。実は、
Abbrevia のコンポーネントのうち、
Zipper 系のコンポーネントは、ZIP/
CAB 形式以外にも TAR/GZIP/BZIP2
などのファイル形式にも対応しており、
コンポーネントに渡す FileName の拡
張子を変更するだけで自動判別するよう
な仕組みも持っているので、いろいろと
試していただきたい。

この後は、圧縮・展開の意味からは少
し外れてしまうが、自身を展開するため
のプログラムが付加された実行形式の圧
縮ファイルである「自己展開書庫」の作

TurboPower Abbrevia
http://sourceforge.net/projects/

tpabbrevia/

ここでは、2014 年 8 月時点で最新の
TurboPower Abbrevia 5.2 の使用を前
提とする。

上記 URL から Download リンクを
辿って入手した Abbrevia 5.2.zip ファ
イ ル を 展 開 し、IDE に 組 み 込 む と、
TAbZ ippe r や TAbUnZ ippe r、
TAbZipKit などのコンポーネントが組
み込まれる。画面上に一覧を表示したり
するなら TAbZipKit を、プログラム内
で圧縮や展開するだけなら TAbZipper
や TAbUnZipper を利用するとよいだ
ろう。

Abbreviaを使ったZIP形式の 
圧縮・展開

基礎編で TZipFile クラスの専用命令
を 使 用 し た の と 同 様 の 操 作 を、
Abbrevia コンポーネントの TAbZipper
と TAbUnZipper を使って行ってみる。

フ ァ イ ル を 圧 縮 す る 場 合 に は、
TAbZipperコンポーネントのAddFiles
メソッドと CloseArchive メソッドを使
用する。このコンポーネントでは、プロ
パティに圧縮後のファイル名を指定し、
AddFiles メソッドで圧縮対象となる
フォルダパスを指定するだけで処理でき
る。【コード例 4- ①】

フ ァ イ ル を 展 開 す る 場 合 に は、
TAbUnZipper コ ン ポ ー ネ ン ト の
ExtractFiles メソッドを使用する。こ
のメソッドでは、プロパティに展開対象
のファイル名と展開先のフォルダ先を指
定するだけで処理することができる。

【コード例 4- ②】コード例 4- ①、4- ②
の FileName・BaseDirectory などのプ
ロパティはオブジェクトインスペクタで
設定可能である。

基礎編の TZipFile クラスのように簡
単に ZIP 書庫を取り扱うことができる
上に、このコンポーネントは Delphi 6
〜 Delphi Version XE6 までと非常に幅
広いバージョンに対応している。また、
UTF8 形式以外の日本語ファイル名も対
応しており、このコンポーネントを利用
するだけで、前述した考慮点の（1）と（2）
が解決されたことになる。（3）の暗号化
も 対 応 し て お り、 そ の 利 用 方 法 は
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コード例3-③　TZipFileクラスを利用する例

コード例3-②　TZipFileクラスのクラスメソッドを使った展開例

コード例3-①　TZipFileクラスのクラスメソッドを使った圧縮例
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でである。他のバージョンで利用する場
合は、一部修正が必要である。

・ZipMaster
参考：http://www.delphizip.org/

同梱されている DLL を使って ZIP 書
庫を作成する一風変わったコンポーネン
トである。開発も継続されており、XE
以前の対応や XE3 以降の 64bit 対応な
ども行われている。インストールが若干
面倒な点と、DLL が必要となる点に注
意。

・ZipForge
参考： http://www.componentace.

c om/z ip_componen t _ z i p _
delphi_zipforge.htm

ZIP 形式の仕様をほぼ完全に準拠した
高機能なコンポーネントである。公共向
けや企業での利用は有償のコマーシャル
版を利用する必要がある。
 M

重要度をますます強めていくことであろう。
また、通常の ZIP 書庫ではなく暗号

化 ZIP 書庫を使うことで、単純にデー
タ容量を小さくする以外に、セキュリ
ティを高めることも可能である点にも注
目したい。

例えば、メールの送信プログラムで添
付するファイルを暗号化 ZIP 書庫にし
て、メール送信後に同一宛先に対して展
開パスワードを記載したメールを自動送
信するようにすれば、ユーザーに手間を
かけさせることなくセキュリティを高め
ることが可能であろう。この機会にぜひ
ファイルの圧縮・展開といった操作を試
していただければ幸いである。

なお、本レポートを作成するにあた
り、zlib ライブラリ、統合アーカイバコ
ンポーネント、ZipMaster、ZipForge
といったソフトウェアを確認したが、そ
れぞれに考慮を必要とする点があったた
め、参考までに以下に記しておく。

・zlib ライブラリ（Delphi のメディア
に同梱または同時インストール）
TZipFile クラス同様、新しいバージョ

ンの Delphi では標準で System.ZLib ユ
ニットとして組み込まれるようになって
いるため、追加インストールは不要であ
る。また、古いバージョンのDelphiでは、
インストールメディア内にライブラリ一
式が同梱されており、それを使用するこ
とも、インターネットから最新ファイル
を入手することも可能である。

圧縮アルゴリズムは ZIP 形式と互換
性があるものの、ファイルヘッダーや
フッターといった項目を自作する必要が
あり、これを使って ZIP 書庫を作成し
たり、一般的な ZIP 書庫を展開したり
するという目的に利用するのは難しい。
しかし、ヘッダーやフッターのない専用
形式として取り扱うなら、圧縮・展開機
能は十分に使用可能である。

・統合アーカイバコンポーネント
参考： ht tp : //www.geoc i t i e s . j p/

norg1964/cmarc/
NIFTY サーブにて進められていた

「統合アーカイバ API 仕様」に準拠した
各種ファイル仕様向けのライブラリを利
用するためのコンポーネントである。残
念なことに開発が停止しており、対応し
ている Delphi のバージョンは 2 〜 7 ま
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コード例4-①-1　TAbZipperでパスワード付圧縮する例

コード例4-②-1　TAbUnZipperでパスワードを指定して展開する例

コード例4-②　TAbUnZipperを使った展開例

コード例4-①　TAbZipperを使った圧縮例
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コード例4-⑤　TAbMakeSelfExeを使った自己展開書庫の作成例

コード例4-④　TAbCabExtractorを使った展開例

コード例4-③　TAbMakeCabを使った圧縮例
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